









































起床時間 横浜 平塚 計 ％
 5時より前 1 1 2 0.6
 5時台 8 10 18 5.8
 6時台 43 23 66 21.2
 7時台 34 42 76 24.4
 8時台 33 37 70 22.5
 9時台 23 29 52 16.7
10時台 6 12 18 5.8
11時台 4 2 6 1.9
12時以後 2 1 3 1.0
計 154 157 311 100
【資料1-2】　アルバイトと家庭学習の状況
項目 （単位） 横浜 平塚 計





アルバイト実施者数 （人） 141 154 295
アルバイト実施者の割合 （％） 91.6 98.1 94.9
アルバイト総日数 （日） 345 314 659





家庭学習実施者数 （人） 96 155 251
家庭学習実施者の割合 （％） 62.3 98.7 85.1
家庭学習総日数 （日） 301 574 875
1人当たりの家庭学習日数 （日） 3.1 3.7 3.5
─ 86 ─

































































































































































































































































































































































































変 わ っ た
人 は、 ど
の よ う に
変わりまし
た か。 学
習 と 生 活






















横浜市立永田中学校１０周年記念誌 「軌跡」 に掲載した 「校内研究10年の歩み」 から
─ 92 ─





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 2 1 計
13
プレゼン
① 計画内容 17 11 3 76 31 2.45
9.4
② 高校生の興味 9 19 3 68 31 2.19
③ 安全対策 14 14 3 73 31 2.35
④ パワーポイント 14 15 2 74 31 2.39
要項
① 必要事項 20 11 0 82 31 2.65
5.2
② 費用の使途 17 14 0 79 31 2.55
6
プレゼン
① 計画内容 15 16 0 77 31 2.48
9.7
② 高校生の興味 13 17 1 74 31 2.39
③ 安全対策 21 7 3 80 31 2.58
④ パワーポイント 11 17 3 70 31 2.26
要項
① 必要事項 16 15 0 78 31 2.52
5.0
② 費用の使途 15 16 0 77 31 2.48
5
プレゼン
① 計画内容 14 18 0 78 32 2.44
8.4
② 高校生の興味 8 23 1 71 32 2.22
③ 安全対策 8 20 4 68 32 2.13
④ パワーポイント 2 17 13 53 32 1.66
要項
① 必要事項 14 16 2 76 32 2.38
4.6
② 費用の使途 13 15 3 72 32 2.25
─ 102 ─








































































































生徒の運動部等への所属状況 全体 男子 女子 全体 男子 女子
運動部に所属している者 73.9 83.0 64.1 49.0 56.3 41.1
地域のスポーツクラブに所属している者 7.7 10.2 5.0 4.2 5.7 2.6
文化部など運動部以外の部に所属している者 17.1 7.9 27.1 22 13.8 30.9
学校以外の文化的教室等に所属してる者 7.0 3.9 10.4 3.1 1.4 5.0



























































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 43 号（2018 年 3 月 9日）
とにより，人間関係が拡充され，生活経験が豊
かになるとともに，思いやりの心，ともに生き
ていく態度，自己責任の自覚，自律・自制の心
など豊かな人間性や社会性を身につける事がで
きるのであり，特別活動には，他の教育活動と
は異なる役割がある」と記されている。
　そして，このような特色は「特別活動に特に
顕著なもの」と結んでいる。
　更に中学校及び高等学校の学習指導要領解説
には，「特別活動は，実際の生活経験や体験活
動による学習，すなわち「なすことによって学
ぶ」ことを通して，全人的な人間形成を図ると
いう意義を有している。実際の生活体験を通し
て教師と生徒及び生徒相互の直接的な触れ合い
が緊密になり，学校や学級の生活が明るく豊か
になり，しかも有意義な変化をもたらすことが
期待できるのである。また「なすことによって
学ぶ」ことを通して，教科等で学んだことを総
合化し，生活や行動に生かすという自主的，実
践的な態度を育てることができる。このような
活動は，活動の内容や場面も多様であり，創意
工夫の余地も広いので，学校生活全般にわたっ
て生徒の積極的な意欲を育てるために適切な機
会となる。」と記している。
　そこで，特別活動の特徴を「為すことによっ
て学ぶ」と伝え，生徒の「自己実現」を図るこ
とにその教育的価値があると伝えてきた。
②自己実現を図るための支援
　教員の役割は，生徒の自己実現を図る取り組
みを支援することであり，それに関しては各所
で実践的な取り組みを紹介してきた。
　現行の学習指導要領には，「総則」に，「総合
的な学習の時間における学習活動により，特別
活動の学校行事に掲げる各行事の実施と同様の
成果が期待できる場合においては，総合的な学
習の時間における学習活動をもって相当する特
別活動の学校行事に掲げる各行事の実施に替え
ることができる。」と示している。
　教育課程の大半を占める教科指導で獲得した
知識や技能を，「特別活動」に「総合的な学習
の時間」を加えた取り組みで，「集団や社会の
一員として，よりよい生活や人間関係を築こう
とする自主的，実践的な態度を身につける」こ
とができると考えている。
　つまり，学校は「教科指導」と「特別活動お
よび総合的な学習の時間」を生徒活動の両輪と
捉えて運営する必要がある。
　先に紹介した1992（平成4）年3月発行の神
奈川大学　心理・教育論集第10号に発表した
「義務教育における部活動の変遷」では，筆者
が横浜市立永田中学校において部活動を通して
生徒の自己実現を支援した事例を述べた。
　部活動の顧問教員は，ステップに挑戦する生
徒を励ます存在であり，生徒理解に立って生徒
の自主的運営を推進する存在であることが望ま
しいと考え，生徒は，生徒会に「部長会」を組
織し，教員は，全員が顧問に就き，部活動の運
営に関わる業務を分担し，「代表顧問会」を組
織した。保護者は，生徒の欲求を理解した上で
社会秩序の遵守を促す存在であって，ともに自
己実現を目指す生徒を支える存在であってほし
いとの願いから，PTA組織とは別に，各部に
世話人会を組織し，「代表世話人会」を通して
共通理解を図った。
　授業では，生徒は，顧問教員との教育相談を
通して，自主性，主体性，自発性を伸長させ，
人間としての在り方生き方を探求するような活
動が，抱える問題点を解決する方策であること
を「資料4-2」を用いて述べた。
５　まとめ
　筆者は， 2012（平成24）年度から，神奈川大
学横浜キャンパスで特別活動論の授業を担当
し，翌年度からは平塚キャンパスでも担当する
ようになった。授業では，「学習指導要領解説
　特別活動」を使用するとともに，自らの実践
資料に説明を付した「特別活動論ノート」を印
刷し，その都度，配付していた。2013年度後
─ 107 ─
特別活動の指導法を取り入れた大学での授業実践と考察
期の平塚キャンパスでの授業では，それを一冊
に綴じたものを作成して使用を試みた。
　2013（平成25）年度に，神奈川大学の教職
論テキスト「教職への道」を編集する機会を得
たこともあり，その経験を踏まえ，特別活動論
の演習に供するテキストを作成したい希望を抱
いていた。
　そこで， 2016（平成28）年度，神奈川大学で
特別活動論を担当することが内定した非常勤講
師の斎藤元先生，中村眞一先生，高橋正尚先生
に声をかけ， 2015（平成27）年9月2日に特別
活動論テキストの編集会を筆者の研究室で開い
た。筆者が授業で使用していた前述の「特別活
動論ノート」を叩き台にして内容を話し合った。
テキストには，項目ごとに演習課題を載せるこ
ととし，演習事例を持ち寄ることにした。
　送って頂いた資料をもとに，筆者が冬休みか
ら編集を始め，2016（平成28）年2月22日に第
2回編集会を行った。その結果を踏まえ，構成
と体裁を整え， 24日には第2版を送付し校正の
指摘を受けた。そして3月3日に神奈川大学生
協に印刷を依頼し， 4月からの授業で使用する
ことができた。
　表紙には，「神奈川大学教職課程　特別活動
論テキスト　為すことによって学ぶ」と記した。
これは，特別活動の特徴である「為すことに
よって学ぶ」をそのままテキストの書籍名にす
ることを提案して承諾を得たものだ。また，中
央には，横浜キャンパスの神大橋から撮影した
桜の写真を載せた。
　2016（平成28）年12月17日には，テキスト
を使用した授業の振り返りを行うため，編集会
を開いた。これには，2017年度の特別活動論を
担当する専任教員の間山広朗先生にも参加して
頂いた。それぞれが工夫した演習の報告と質
問・意見交換を行い，その場でテキストの継続
使用を確認した。
　特別活動論テキスト「為すことによって学ぶ」
が版を重ね，より良きものに改訂され，使用さ
れることを願い，次頁以降に縮小して載せた。
その掲載をもって，レポートのまとめに代え
る。
